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TMAT ニュース　第 6 号発行のご挨拶
　日頃よりNPO法人TMATの災害医療活動、医療支援活動、国際協力活動を
ご支援いただき、誠にありがとうございます。おかげさまで第5期を迎えることが
できました。
　TMATはこれまで様々な地震や津波、水害で被災した地域に医療チームを派
遣してまいりました。参加した会員は延べ400名を超えております（TMATの前
身TDMATでの派遣も含む）。また、災害医療における基礎を学ぶ災害救護・国
際協力ベーシックコースを15回開催し300名を超えるプロバイダーを輩出してま
いりました。同アドバンスコースも2回開催され、全国に人材が育っております。

　これらの活動はいずれも皆様からのご支援によって行われています。今後も「生命だけは平等だ」の理
念・哲学をご理解いただき、ご協力賜りますようお願い申し上げます。

福島　安義　TMAT副理事長

先遣隊 ( 右から志賀、寺坂、鷲巣　志賀と鷲巣は TMAT ベーシックコースプロバイダー )

　会員の皆様、ご支援者の皆様に支えられ、NPO法人TMATは会計年
度第5期を迎えることができました。平素より活動へのご理解とご支援
を賜り、厚く御礼申し上げます。今後も皆様からのご支援をいただきなが
ら、災害時の緊急医療支援と医療が行き渡らない地域での医療の発展
に継続的に取り組んでまいります。
　第5期が始まるとともに水害、地震など東南アジアを中心として大規模
な災害が相次いで発生し、多くの方々が支援を求めておられます。9月30
日のインドネシアのパダン沖地震災害では派遣が見送られましたが、今

後も迅速な情報収集を行い必要と判断されればすぐに駆けつけられるよう、「生命だけは平等
だ」の理念・哲学の下で日頃より準備を進めております。ご理解いただき、ご支援賜りますよう何
卒宜しくお願い申し上げます。

徳田　哲　NPO法人TMAT理事長

駿
河
湾
の
地
震
に
お
け
る
対
応

　

8
月
11
日
午
前
5
時
7
分
、
駿
河
湾
を
震
源
と
し
た
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
６
・
５
で
、
静
岡
県
伊
豆

市
、
焼
津
市
、
牧
之
原
市
、
御
前
崎
市
に
て
最
大
震
度
6
弱
を

観
測
、
最
大
０
・
６
m
の
津
波
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

N
P
O
法
人
T
M
A
T
で
は
地
震
発
生
直
後
か
ら
情
報
収
集
を
開
始

し
ま
し
た
。
静
岡
徳
洲
会
病
院
に
被
害
は
な
く
、
地
震
に
よ
る
救
急
搬
送

者
も
な
し
、
通
常
業
務
体
制
が
敷
け
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

同
院
か
ら
先
遣
隊
3
名
が
6
時
45
分
に
救
急
車
に
て
出
発
し
、
静
岡
市

内
を
巡
回
し
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
市
内
に
大
き
な
混
乱
は
な
か
っ
た

た
め
、
続
い
て
最
大
震
度
を
観
測
し
た
伊
豆
市
、
焼
津
市
、
牧
之
原
市
な

ど
の
災
害
関
連
部
署
に
電
話
に
て
被
害
状
況
や
緊
急
医
療
の
発
生
状
況
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
現
地
の

医
療
機
関
で
対
応
が
可
能
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、
10
時
30
分
に
情
報

収
集
活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

9
月
30
日
17
時
16
分
（
現
地
時
間
）、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
西
ス
マ
ト
ラ
州
パ
ダ
ン
市
西
南
西
約
45

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
震
源
と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
.
6
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震

に
よ
り
、
震
源
に
近
い
ス
マ
ト
ラ
島
を
中
心
に
約

13
万
棟
の
建
物
が
倒
壊
し
、
山
間
部
で
は
地
滑
り

や
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。
死
者
、
行
方
不

明
者
を
合
わ
せ
て
約
1
、
2
0
0
人
、
負
傷
者

は
約
3
、
5
0
0
人
に
上
り
、
現
在
も
復
興
活

動
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

T
M
A
T
は
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
T
M
A
T
現
地

会
員
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
タ
バ
ナ
ン
県
立
病
院
と

連
絡
を
取
り
あ
い
情
報
収
集
と
と
も
に
、
タ
バ
ナ
ン
病

院
お
よ
び
日
本
か
ら
の
先
遣
隊
派
遣
の
準
備
を
検
討
し

　

10
月
29
日
〜
30
日
、
第
37
回
日
本
救
急
医
学
会

総
会
・
学
術
集
会
が
盛
岡
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

N
P
O
法
人
T
M
A
T
か
ら
吉
紀
三
看
護
師
（
東

京
西
徳
洲
会
病
院
）
が
「
民
間
医
療
機
関
が
展
開
す

る
災
害
医
療
活
動
に
お
け
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
の

役
割
」
と
い
う
演
題
に
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

被
災
地
に
ア
ク
セ
ス
す
る
際
に
は
イ
ン
フ
ラ
の
崩
壊
や

通
行
規
制
な
ど
に
よ
り
様
々
な
困
難
が
生
じ
ま
す
。
し
か

し
航
空
会
社
が
被
災
地
へ
の
渡
航
支
援
を
行
う
場
合
の
対

象
と
な
る
の
は
地
方
自
治
体
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
更
に

は
活
動
実
績
の
あ
る
組
織
を
支
援
す
る
傾
向
が
あ
る
た

め
、
T
M
A
T
の
よ
う
な
新
し
い
組
織
は
利
用
す
る
機

会
が
少
な
い
と
い
え
ま
す
。
ま
た
活
動
の
母
体
と
な
る
民

間
病
院
に
緊
急
時
用
の
医
薬
品
、
医
療
材
料
を
在
庫
保
持

し
て
お
く
こ
と
や
、
祝
祭
日
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

調
達
は
人
的
物
的
理
由
に
よ
っ
て
難
し
い
な
ど
、
国
内
外

で
の
災
害
医
療
活
動
と
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
実
態
を
述

べ
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
医
薬
品
、
材
料
メ
ー
カ
ー
の
倉
庫
か
ら
空

港
へ
直
接
物
資
を
搬
入
す
る
と
い
っ
た
柔
軟
な
協
力
が
得

ら
れ
た
こ
と
や
、
現
地
で
医
療
チ
ー
ム
が
効
率
的
に
資
材

を
活
用
で
き
る
よ
う
に
物
流
拠
点
を
設
立
し
た
こ
と
な
ど

の
実
績
も
紹
介
し
、
今
後
は
輸
送
に
お
い
て
も
民
間
医
療

機
関
や
新
規
設
立
の
N
P
O
の
物
流
へ
の
よ
り
柔
軟
な

“災害医療活動とロジスティックス”
日本救急医学会総会・学術集会で発表

インドネシア西スマトラ州
パダン沖地震災害への対応

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
タ
バ
ナ
ン
病
院
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
県
立

病
院
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
保
健
省
か
ら
の
情
報
を
詳
細

に
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
と
し

て
も
、
我
々
T
M
A
T
が
参
加
し
た
2
0
0
4
年
の
ス
マ

ト
ラ
沖
津
波
・
地
震
災
害
や
2
0
0
6
年
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
等
、
多
く
の
地
震
被
害
を
経
験
し

被
災
地
へ
の
近
隣
地
域
か
ら
の
支
援
体
制
を
整
え
て
き
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
実
際
今
回
の
地
震
で
も
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
東
部
地
区
の
緊
急
医
療
チ
ー
ム
が
多
数
現
地
に

入
っ
て
お
り
、
人
的
に
は
充
足
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受

け
、
日
本
な
ら
び
に
タ
バ
ナ
ン
病
院
か
ら
の
緊
急
医
療
支

援
の
た
め
の
先
遣
隊
派
遣
は
見
送
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
余
震
等
も
続
い
て
お
り
、
日
々
変
化
す
る
被
災
地

の
状
況
の
情
報
収
集
は
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

対
応
を
求
め
、
支
援
団
体
と
し
て
も
正
確
な
情
報
収
集
と

分
析
に
よ
っ
て
的
確
な
手
段
を
確
立
す
べ
き
だ
と
提
言
し

ま
し
た
。

ジャワ島中部地震時の物資の管理
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静
岡
徳
洲
会
病
院
の
あ
る
地
域
で
の
防
災
訓
練
で
、
災
害
ト
リ
ア
ー
ジ
の
講

義
と
実
技
指
導
の
機
会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
外
科
及
び
救
急
医
と
し
て
S
S
A
（
湘
南
外
科
グ
ル
ー
プ
）
に
所
属
し

て
い
る
縁
で
、
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
や
ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
に
て
活
動
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
T
M
A
T
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
の
受
講
、
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
の
コ
ー
ス
参
加
を
通
し
て
災
害
医
療
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
当
院
で
も

災
害
活
動
関
係
の
業
務
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

去
る
7
月
26
日
（
日
）、
小
学
校
体
育
館
に
て
2
5
0
人
程
度
の
市
民
を

対
象
と
し
た
地
域
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
ト
リ
ア
ー
ジ
の
講
義
と
実
技
を
し
て
欲

し
い
と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
講
演
会
等
と
は
違
う
大
規
模
な
も

の
で
し
た
。
T
M
A
T
監
事
の
原
野
院
長
（
四
街
道
徳
洲
会
病
院
）
に
お
願
い

し
、
患
者
用
メ
イ
ク
の
た
め
に
2
人
の
支
援
を
頂
き
、
患
者
役
を
12
名
設
定
し

て
当
院
職
員
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
を
参
考
に
1
時
間
ほ
ど
の
講
義
と
実
技
を
行
い
ま
し
た
。
講

義
で
は
練
習
問
題
と
し
て
、
画
面
上
に
患
者
の
写
真
を
10
例
ほ
ど
映
し
、
挙
手

で
ト
リ
ア
ー
ジ
を
し
て
も
ら
う
形
を
と
り
ま
し
た
。
そ
の
後
に
、
各
地
区
町
内
会

の
代
表
者
の
方
が
実
技
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
習
は
無
事
終
了
し
、
講
習
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
非
常
に
い
い
評
価
を
頂
き
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
、
ま
た
参
加
し
た

い
と
い
っ
た
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
こ
の
よ
う
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
、
自
分
の
災
害
医
療
活
動
に
も
非
常

に
プ
ラ
ス
に
な
り
、
ま
た
訓
練
の
大
変
さ
も
実
感
し
今
後
の
糧
に
も
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
が
で
き
る
の
は
こ
れ
ま
で
の
T
M
A
T
で
の
経
験
が
あ
る
か
ら
で
、

ま
た
そ
の
経
験
が
現
在
の
私
自
身
の
災
害
医
療
活
動
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
災
害
看
護
学
会
発
表
と
そ
の
後
の
再
訓
練
結
果

〝
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
を
取
り
入
れ
た
災
害

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
〟（
大
手
メ
デ
ィ
ア
も
注
目
）

荒
尾
　
修
平
（
四
街
道
徳
洲
会
病
院
　
看
護
師
）

第
４
期
終
了
の
ご
挨
拶

地
域
防
災
訓
練
で
の
ト
リ
ア
ー
ジ
講
習
会 

村
山
　
弘
之
（
湘
南
外
科
グ
ル
ー
プ  

静
岡
徳
洲
会
病
院  

外
科
）

　

日
頃
よ
り
T
M
A
T
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
第
4
期
会
計
年
度
（
平
成
20
年
7
月
〜
21
年
6
月
）
の
事

業
報
告
、
次
年
度
計
画
は
理
事
会
、
社
員
総
会
で
承
認
さ
れ
、
只
今
第
5

期
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

　

第
4
期
は
幸
い
T
M
A
T
が
出
動
を
要
す
る
大
災
害
は
な
く
、
人
材
育

成
研
修
や
救
護
訓
練
が
主
な
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
研
修
で
は
国
際
災
害

救
護
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
を
6
回
（
受
講
者
1
4
7
名
）、
ア
ド
バ
ン
ス

コ
ー
ス
を
1
回
（
受
講
者
数
21
名
）
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

会
員
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
T
M
A
T
ニュ
ー
ス
を
2
回
発
行
し
ま
し
た
。
ニュ
ー

ス
発
送
の
際
に
は
お
礼
状
と
併
せ
て
会
費
納
入
の
お
願
い
を
同
封
し
ま
し
た
。

　

広
報
体
制
と
し
て
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
刷
新
し
、
特
に
英
語
併
記
を
加

え
ま
し
た
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
活
動
理
念
、
事
業
報
告
、
研
修

会
案
内
、
T
M
A
T
ニ
ュ
ー
ス
の
全
文
掲
載
と
非
会
員
の
方
に
も
注
目
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
務
め
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
の
結
果
会
員
数
は

正
会
員
3
1
1
名
（
前
年
比
2
7
7
％
）、
個
人
賛
助
会
員
3
3
5
名
（
同

1
6
0
％
）、
団
体
賛
助
会
員
33
団
体
（
同
87
％
）
と
個
人
会
員
を
大
幅

に
増
や
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

第
5
期
は
引
続
き
災
害
支
援
に
重
点
に
置
き
、
課
題
の
団
体
会
員
の
増

加
策
を
講
じ
つ
つ
着
実
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
T
M
A
T
は
年
会
費
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
会
費
は
毎
年
お
納

め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
何
卒
ご
理
解
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世
界
的
に
流
行
し
つ
つ
あ
る
中
、
T
M
A
T
ア
ド
バ
ン

ス
コ
ー
ス
の
実
技
訓
練
の一
部
と
し
て
行
っ
た
「
発
熱
外
来
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に

つ
い
て
、
日
本
災
害
看
護
学
会
（
8
月
8
日
、
於
：
神
戸
）
で
発
表
し
た
。

同
会
は
1
9
9
5
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
発
生
の
際

に
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
災
害
看
護
に
お
け
る
知
識
体
系
の
不
足
を
課
題
と
し
て

1
9
9
8
年
に
発
足
、
防
災
か
ら
長
期
的
看
護
を
含
む
様
々
な
活
動
を
行
い

今
年
の
年
次
大
会
で
第
11
回
目
を
迎
え
た
。
当
時
既
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

患
者
が
多
数
発
生
し
て
い
た
地
域
と
い
う
こ
と
も
あ
り
発
表
へ
の
興
味
、
関
心
は

高
く
感
じ
ら
れ
た
。

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
発
熱
外
来
と一
般
外
来
を

分
け
、
発
熱
外
来
を
当
院
に
隣
接
す
る
屋
外
駐
車
場
に
設
置
し
た
。
駐
車
場

で
は
歩
い
て
来
院
さ
れ
る
患
者
と
車
で
来
院
さ
れ
る
患
者
の
2
つ
の
流
れ
を
作

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
リ
ア
ー
ジ
エ
リ
ア
に
医
師
と
看
護
師
が
待
機
し
、
体
温
と
呼

吸
数
、
原
疾
患
な
ど
に
従
い
重
傷
度
を
振
り
分
け
る
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
用
い
て
、

入
院
が
必
要
か
自
宅
療
養
が
可
能
か
を
決
定
し
て
い
っ
た
。

　

特
徴
と
し
て
は
、
車
で
来
院
さ
れ
た
患
者
で
自
宅
療
養
が
可
能
な
方
は
車

か
ら
降
り
ず
に
受
診
か
ら
外
来
会
計
ま
で
を
済
ま
せ
ら
れ
る
斬
新
な
ド
ラ
イ
ブ

ス
ル
ー
方
式
を
取
り
入
れ
た
。
患
者
と
職
員
が
接
触
す
る
時
間
を
極
力
短
く
、

か
つ
距
離
を
遠
く
す
る
配
慮
を
行
っ
た
。

　

反
省
と
し
て
は
、
①
患
者
と
の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
明
確
な
意
思
疎
通
を
図

る
た
め
に
看
板
や
図
入
り
の
資
料
を
準
備
す
る
。
②
よ
り
早
く
的
確
に
多
く
の

患
者
に
対
応
し
、
重
症
患
者
を
優
先
的
に
搬
送
す
る
。
③
会
計
や
薬
剤
処
方

を
間
違
い
な
く
管
理
し
た
り
す
る
た
め
、
情
報
を
整
理
し
伝
達
す
る
ポ
イ
ン
ト

を
定
め
た
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
す
る　

等
々
が
あ
げ
ら
れ
た
。

　

こ
の
経
験
を
踏
ま
え
種
々
の
問
題
点
を
改
善
し
た
マ
ニュ
ア
ル
を
基
に
し
て
、

8
月
29
日
、
四
街
道
徳
洲
会
病
院
と
T
M
A
T
共
催
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
」
を
、
四
街
道
徳
洲
会
病
院
で
再
度
実

施
し
た
。
同
院
で
は
更
に
感
染
委
員
会
が
中
心
に
な
り
流
行
段
階
を
パ
タ
ー
ン

化
し
た
マ
ニュ
ア
ル
も
作
成
し
、
あ
ら
ゆ
る
想
定
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
残
暑
が
厳
し

く
、
病
院
職
員
の
み
な
ら
ず
地

域
住
民
の
方
も
参
加
さ
れ
本
番

さ
な
が
ら
の
緊
迫
し
た
訓
練
と

な
っ
た
。

　

尚
こ
の
時
期
は
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
拡
大
の
兆
し
を
見
せ

て
い
た
た
め
世
論
の
関
心
は
非

常
に
高
く
、
こ
の
訓
練
は
大
手

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
N
H
K
、　

朝

日
・
毎
日
新
聞
か
ら
取
材
を
受

発熱外来シミュレーション

　弊社は代謝・内分泌疾患、特に糖尿病の治療に特化したデンマークに本社を置
く世界的な製薬企業です。現在、糖尿病のインスリン治療にあたっては患者様の生
活の質(QOL)の向上に寄与しているという自負を持って活動し、今後もすべての糖
尿病患者様の治療について価値の高い製品の開発と提供を心がけております。
　「生命だけは平等だ」の理念の下、不慮の災害等多くの原因で健康な生活を脅
かされた方々のために迅速に現地に赴き活動されているTMAT様の心意気に感じ、
微力ながらこの度お力添えをさせて頂きました。今後のTMAT様のますますのご発
展を祈念いたしております。

賛同者の声

鈴 木   幸 男
ノボ ノルディスク ファーマ株式会社
専務取締役営業本部長

多大なご支援を頂いている賛同者の方より
コメントをいただきました

　

11
月
8
〜
9
日
「
第
2
回
千
葉
県
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
」
が
行
わ
れ
四
街

道
徳
洲
会
病
院
か
ら
T
M
A
T
会
員
の
田
代
善
彦
医
師
と
宇
野
謹
子
看
護

師
が
参
加
し
た
。
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
と
は
ト
リ
ア
ー
ジ
、
状
況
把
握
、
情
報
伝

達
能
力
を
点
数
評
価
す
る
競
技
で
あ
る
。
1
チ
ー
ム
6
人
（
う
ち
救
急
隊
員

4
名
、医
療
関
係
者
2
名
）
の
12
チ
ー
ム
が
日
頃
の
技
術
を
競
い
合
っ
た
。「
何

時
も
当
院
に
患
者
さ
ん
を
搬
送
し
て
く
れ
る
救
急
隊
か
ら
の
お
誘
い
で
、
万

全
の
事
前
勉
強
で
臨
み
ま
し
た
」（
田

代
医
師
）
が
シ
ビ
ア
ー
な
状
況
設
定
に

て
こ
ず
る
場
面
も
あ
り
、
例
え
ば
不

穏
状
態
の
人
に
駆
け
寄
る
の
は
N
G
、

ま
ず
救
急
隊
の
安
全
確
保
が
先
な
ど

実
際
の
事
例
出
題
で
救
急
隊
の
活
動

は
想
像
以
上
に
大
変
だ
と
実
感
し
た

よ
う
で
す
。

　
「
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
救
急

隊
員
と
顔
の
見
え
る
関
係
に
な
り
依

頼
搬
送
の
申
し
送
り
も
ス
ム
ー
ズ
に

な
っ
た
」
と
田
代
医
師
は
参
加
の
意

義
を
語
っ
て
い
た
。

エキスパートナース12月号で巻頭2ページにわたり特別レ

ポート「独自の災害医療支援を行うTMATの取り組みに

ついて」が掲載された。誌上では四街道徳洲会病院の

原野院長他TMAT主要メンバーが国境を越えた災害医

療支援の状況、医療職以外の方の現地での役割、災

害救護に必要とされる資質、被災地支援以外のTMAT

の取り組みなど広範囲に熱く語っている。沖野副看護部

長は「TMATではチームの能力を最大限に発揮できるよ

う、平常時もさまざまな訓練・講習などを行っている。そ

のプログラムの最大の特徴は、「医師・看護師以外の

職種も一緒に受講出来る内容になっていること」と広く

門戸を開いていることを強調している。

ナース最大誌に TMAT 紹介特集掲載 け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
N
H
K
は
当
日
午
後
6
時
45
分
の
首
都
圏
ニュ
ー
ス
で
放

映
、
朝
日
・
毎
日
新
聞
も
翌
日
朝
刊
で
大
き
く
報
道
し
た
。
患
者
役
と
し
て
訓

練
に
参
加
し
た
館
山
市
の
看
護
師
山
崎
宏
和
さ
ん
（
38
歳
）
は
朝
日
新
聞
の
取

材
に
対
し
「
普
段
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
脅
威
を
感
じ
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
実
際

に
起
き
た
ら
ど
ん
な
行
動
を
と
っ
て
よ
い
か
不
安
だ
っ
た
。
こ
う
い
う
取
り
組
み
は

日
本
中
に
広
が
っ
て
ほ
し
い
。」
と
、
ま
た
N
H
K
の
取
材
に
対
し
T
M
A
T
メ
ン

バ
ー
の
辻
川
医
師
は
「
早
い
テ
ン
ポ
の
対
応
が
必
要
で
す
、
本
当
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
な
れ
ば
も
っ
と
す
ご
い
、日
頃
か
ら
の
訓
練
が
必
要
と
強
く
感
じ
た
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
こ
と
は
日
頃
の
地
道
な
研
鑽
、
訓
練
の

大
切
さ
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
T
M
A
T
の
評
価
を
一
層
高
め
る

こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

競技参加で救急隊との連携を深化

メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
参
加

2009 12 月号


